
別記様式第２号

評価機関名 九州農政局

①
②
③
④

労働時間
生産量
株出収量
土壌診断

削減労働時間
増加生産量
増加株出収量
増加土壌診断

基準年
平成31年度

目標年
令和３年度

達成率

① 25.1h/10a -11.4h/10a 36.5h/10a 25.1h/10a
100.0%
達成

② 923.8t 280.7t 643.1t 963.7t
114.2%
達成

② 334.0t 96.0t 238.0t 156.8t
-84.6%
未達成

③ 2.7t/10a 1.0t/10a 1.7t/10a 3.5t/10a
183.1%
達成

鹿児島県 喜界町 川嶺生産組合 さとうきび
令和元年

度
② 932.0t 52.0t 880.0t 1,110.0t

442.3%
達成

・トラクター　1台
・サンソワー　１台

　トラクター等を導入したことにより、適期管理や施
肥・防除作業の効率化が図られたため、成果目標
を達成することができた。

① 11.7h/10a -5.8h/10a 17.5h/10a 11.5h/10a
103.4%
達成

② 3,652.0t 1,220.0t 2,432.0t 4,965.0t
207.6%
達成

③ 5.6t/10a 0.5t/10a 5.1t/10a 5.7t/10a
120.0%
達成

④ 56.4% 38.5% 17.9% 90.3%
188.1%
達成

① 23.3h/10a -11.9h/10a 35.2h/10a 23.1h/10a
101.7%
達成

② 1,054.0t 201.3t 852.7t 1,108.4t
127.0%
達成

② 10,149t 923t 9,226t 12,212t
323.5%
達成

③ 4.384t/10a 0t/10a 3.986t/10a 4.883t/10a
225.4%
達成

茶・薬用作物等地域特産作物体制強化促進事業のうちさとうきび農業機械等リース支援事業に関する事業評価票

都道府県名 市町村名 事業実施主体名
対象作物
・畜種名

事業実施
初年度

成果目標の具体的な内容 成 果 目 標 の 達 成 状 況

具体的な
取組内容

地方農政局の評価所見

　小型ハーベスタと動力噴霧機を導入したことによ
り、収穫及び防除作業の労働時間を削減すること
で、株出や春植の適期管理及び植付が可能にな
り、生産量が増加し、成果目標を達成することがで
きた。

鹿児島県 喜界町
農事組合法人
ヒガ生産組合

さとうきび
令和元年

度
・トラクター　1台
・ロータリー　１台

　トラクター等の導入により、既存機械では不可能
であった株出栽培の植付前の重粘土壌ほ場の耕う
んができたことで、単量は増加した。しかしながら、
受益地区が基盤整備に該当したことによる株出中
止等により栽培面積が減少したことから生産量が
減少し、成果目標を達成することができなかった。
　このため、事業実施主体に対し、目標達成に向け
た改善計画の提出を求める。
　なお、令和４年４月に基盤整備は完了しており生
産量が増加するため、目標達成は見込まれる。

鹿児島県 喜界町 大野生産組合 さとうきび
令和元年

度
・小型ハーベスタ　１台
・動力噴霧機　１台

　大型トラクター等を導入したことにより、機械化一
貫体系が構築され、労働時間が削減できた。
　また、プラソイラーでの心土破砕による根域拡大
や、ライムソワーや株揃え機導入による施肥・株出
管理作業の適期実施により、生産量が増加した。
　さらに、株出栽培での小型トラクターの利用によ
る中耕作業により茎数確保、生育旺盛となり、単収
増加となった。
　加えて、土づくりの必要性の周知により土壌診断
の取組面積割合も増加した。このため、成果目標
を達成することができた。

鹿児島県 与論町 ヨロンアグリー さとうきび
令和元年

度
・小型ハーベスタ　 １台
・プラウ　　　１台

　小型ハーベスタとプラウを導入したことにより、収
穫作業や耕起作業の労働時間を削減することで、
株出や春植の適期管理及び植付が可能になり、生
産量が増加し、成果目標を達成することができた。

鹿児島県 伊仙町 （有）南西サービス さとうきび
令和元年

度

・大型トラクター　２台
・プラソイラー　２台
・中耕ロータリー　２台
・ライムソワー　1台
・株揃え機　1台
・小型トラクター　１台

　散水車を導入したことにより、散水労力の軽減が
図られ、株出栽培における適期管理作業の効率化
も図られたことなどから、生産量及び株出栽培の10
ａ当たり収量が増加し、成果目標を達成することが
できた。

鹿児島県 和泊町
和泊町糖業振興
会

さとうきび
令和元年

度
・散水車　２台


